
●
は
じ
め
に

日
系
企
業
の
ア
ジ
ア
進
出
が
定
着
し
、
ま
た
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が
グ
ロ
ー

バ
ル
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
、
進
出
先
で

の
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
不
安
を
持
っ
て

い
る
日
系
企
業
な
ど
が
日
本
で
有
害
廃
棄
物
を
処

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
事
例
が
多
く
存
在
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
タ
イ
に
お
い
て
現
地
調
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
か
ら
日
本
に
有
害
廃
棄
物
が

輸
入
さ
れ
て
い
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、

従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
現
地
の
廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
不
安
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
製
造
業
に
対
す
る
税
制
優
遇
制
度
が
国

内
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第

二
の
理
由
に
焦
点
を
当
て
、
タ
イ
を
事
例
研
究
と

し
て
、
ア
ジ
ア
各
国
で
設
け
ら
れ
て
い
る
製
造
業

に
対
す
る
税
制
優
遇
制
度
に
よ
っ
て
、
現
地
の
リ

サ
イ
ク
ル
産
業
の
発
展
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
可
能

性
に
関
し
て
言
及
す
る
。

●
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
有

害
廃
棄
物

日
本
の
環
境
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
六

年
に
「
有
害
廃
棄
物
の
国
境
を
越
え
る
移
動
及
び

そ
の
処
分
の
規
制
に
関
す
る
バ
ー
ゼ
ル
条
約
」（
以

下
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
）
に
基
づ
い
て
輸
入
さ
れ
た

有
害
廃
棄
物
の
総
量
は
四
三
一
四
ト
ン
で
あ
り
、

そ
の
全
て
が
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て

い
る
。

品
目
別
内
訳
で
は
、
中
国
か
ら
の
ニ
カ
ド
電
池

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
入
が
一
四
○
四
ト
ン
と
最
も
多

く
、
次
い
で
タ
イ
か
ら
金
属
回
収
を
目
的
と
し
た

基
板
等
の
輸
入
が
八
三
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。

こ
れ
ら
電
子
部
品
（
ニ
カ
ド
電
池
、
基
板
）
や

各
種
ス
ラ
ッ
ジ
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
日

系
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
処
理

や
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
な
廃
棄
物
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
き
た
（
参
考
文
献
①
）。

●
タ
イ
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
情

タ
イ
で
は
、
二
○
○
一
年
末
に
政
府
系
の
処
理

業
者
一
社
独
占
だ
っ
た
産
業
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ

イ
ク
ル
市
場
が
民
間
企
業
に
開
放
さ
れ
た
。

二
○
○
七
年
八
月
現
在
、
タ
イ
の
産
業
廃
棄
物

管
理
の
所
轄
官
庁
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
Ｗ
（D

epartm
ent 

of Industrial W
orks

）
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
は
一
二
五
四
社
に
な
っ

て
い
る
。
一
年
前
の
同
月
で
は
九
四
○
社
で
あ
っ

た
の
で
、
一
年
間
で
三
○
○
社
以
上
増
え
て
お
り
、

急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
２
）。

バ
ン
コ
ク
日
本
人
商
工
会
議
所
の
「
タ
イ
国
日

系
企
業
が
抱
え
る
環
境
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
報
告
」
で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
・
リ

サ
イ
ク
ル
市
場
が
一
社
独
占
的
市
場
だ
っ
た
二
○

○
一
年
と
、
緩
和
さ
れ
三
年
が
経
過
し
た
二
○
○

四
年
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
の
数
や
能
力
が
向
上
し
、
さ
ら
に
処
理
費

が
低
下
し
て
い
る
な
ど
市
場
緩
和
政
策
の
効
果
が

確
認
で
き
る
（
参
考
文
献
②
）。

そ
こ
で
、
タ
イ
か
ら
日
本
に
有
害
廃
棄
物
と
し

て
輸
入
さ
れ
て
い
る
基
板
を
例
に
取
り
、
タ
イ
で

リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
で
あ
る
の
か
否
か
を
検
証
す

る
こ
と
と
す
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｗ
で
は
認
可
し
た
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ

ク
ル
業
者
を
業
務
形
態
ご
と
に
、
１
０
１
（
焼
却

・
排
水
処
理
）、
１
０
５
（
廃
棄
物
の
分
別
・
埋

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

ト
ン

中国 タイ マレーシア フィリピン シンガポール インドネシア

銅スラッジ
含銅灰
金属スクラップからの金属回収
銀スラッジ
亜鉛スラッジ
基盤等からの金属回収
ニカド電池スクラップ

図1　バーゼル条約に基づく日本の有害廃棄物輸入の状況（2006年）

（出所）環境省報道発表「平� 18 年における特定有害廃棄物等の
輸入の内容」�������

（注）輸入移動書類の交付ベース、1 トン以下（タイからの廃蛍光
管 3 キロ・使用済み感交体ドラム 1 トン、フィリピンからのフ
ライアッシュ 300 キロ）は省略�

タ
イ
に
お
け
る
製
造
業
に
対
す
る
税
制
優
遇
制
度
と
リ
サ
イ
ク
ル

佐
々
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立
処
分
施
設
）
お
よ
び
１
０
６
（
再
利
用
・
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
）
と
い
う
三
つ
の
登
録
コ
ー
ド
で
管

理
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｗ
工
場
検
索
サ
イ
ト
で
は
、
処
理
業
者
名

・
取
得
登
録
工
場
コ
ー
ド
・
業
務
内
容
・
資
本
金

・
従
業
員
数
を
タ
イ
語
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
を
も
と
に
二
○
○
六
年
八
月
に
お
け
る
廃
棄
物

処
理
業
者
全
九
四
○
社
を
閲
覧
し
、
業
務
内
容
別

の
内
訳
を
示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

こ
の
内
訳
を
見
る
と
、
工
場
登
録
コ
ー
ド
１
０

５
や
１
０
６
で
は
「
一
九
九
八
年
工
業
省
通
達
第

一
号
で
規
定
さ
れ
た
非
有
害
産
業
廃
棄
物
」
と
い

う
よ
う
に
、
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
許
可
取

得
後
に
取
り
扱
い
品
目
を
拡
大
で
き
る
よ
う
広
範

囲
の
業
務
内
容
で
許
可
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
結
果
、
実
際
の
業
務
内
容
が
不
透
明
な

工
場
が
多
い
た
め
に
、
適
正
な
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
先
を
探
す
際
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

表
１
か
ら
家
電
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
な
ど

も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
現
地
調
査
か
ら
基
板
の
分
別
ま
た
は
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
業
者
は
、
少
な
く
て
も

一
○
社
（
日
系
五
社
、
タ
イ
資
本
五
社
）
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

タ
イ
に
お
い
て
基
板
は
、
タ
イ
か
ら
日
本
に
有
害

廃
棄
物
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
先
行
研
究
で
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
リ
サ
イ
ク
ル
困
難
な
産
業
廃
棄
物
で
は
な
い
と

い
え
る
。

た
だ
し
、
現
状
の
タ
イ
に
お
け
る
基
板
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
、
日
本
の
精
錬
の
よ
う
な
高
度
な
技
術

で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
タ

イ
資
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で
は
、
基
板
か
ら
貴

金
属
を
抽
出
で
き
る
王
水
（
濃
塩
酸
と
濃
硝
酸
の

混
合
液
）
を
利
用
し
た
簡
素
な
方
法
で
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
過
程
は
、
日
本
で
は
精
錬
に
投
入
さ
れ
る

前
処
理
技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
王
水
を

利
用
し
た
貴
金
属
回
収
で
は
廃
液
の
処
理
な
ど
が

問
題
と
な
る
た
め
、
在
タ
イ
日
系
企
業
が
タ
イ
の

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
基
板
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
安
心

し
て
委
託
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。●

税
制
優
遇
制
度
の
弊
害

タ
イ
か
ら
日
本
に
有
害
廃
棄
物
と
し
て
基
板
が

輸
入
さ
れ
て
い
る
理
由
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め

に
は
、
基
板
の
分
別
ま
た
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ

て
い
る
全
て
の
日
系
業
者
が
、
輸
出
加
工
区
や
免

税
区
に
進
出
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
。

こ
の
理
由
は
、
輸
出
を
振
興
す
る
た
め
に
採
用

さ
れ
て
い
る
製
造
業
に
対
す
る
税
制
優
遇
制
度
が

大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
以
下
で
は
図
３
を
示
し

詳
細
を
考
察
す
る
。

タ
イ
で
は
、
タ
イ
投
資
委
員
会
（B

oard of In-

vestm
ent

＝
Ｂ
Ｏ
Ｉ
）
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
輸
入

し
た
電
子
部
品
を
タ
イ
で
組
み
立
て
た
後
に
、
最

終
製
品
の
八
○
％
以
上
を
輸
出
す
る
と
い
う
よ
う

な
条
件
を
満
た
せ
ば
、
電
子
部
品
に
対
し
て
輸
入

免
税
の
恩
典
が
得
ら
れ
る
な
ど
の
製
造
業
へ
の
優

遇
税
制
が
採
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
製
造
業
者
が

図２　タイの廃棄物・リサイクル業者登録数の推移
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合
計

101（焼却・排水処理） 137 138 139 139 140 141 141 141 141 141 142 142 142
105（分別/埋立） 511 543 561 578 586 593 614 644 651 666 686 703 721
106（再利用・リサイクル） 292 316 333 350 351 359 368 378 379 381 383 388 391
合計 940 997 1,033 1,067 1,077 1,093 1,123 1,163 1,171 1,188 1,211 1,233 1,254

2006年
8月

2006年
9月

2006年
10月

2006年
11月

2006年
12月

2007年
1月

2007年
2月

2007年
3月

2007年
4月

2007年
5月

2007年
6月

2007年
7月

2007年
8月

（出所）Grom rohng ngaan ootsaaha gam, Kon haa kor moon 
rohng ngaan������������� �� ����������� ������� ��������（������������ �� ����������� ������� ��������Department of Industrial Works, Factory 
Date Search��������）�������より筆者作成。

101 105 106

汚水処理施設   91 1998 年工業省告示 No.1 で定められた非有害廃棄
物の分別施設 260 廃油・廃溶剤の再生・リサイクル 127

廃棄物処理施設   30 金属スクラップの分別 123 金属スクラップのリサイクル   65

廃棄物焼却施設   12 廃プラスチックの分別   68 1998 年工業省告示 No.1 で定められた非有害廃棄
物の分別施設   36

廃棄物埋立施設     3 オイル・溶剤の再生   20 プラスチックのリサイクル   23
家電廃棄物の分別・再生   15 家電廃棄物のリサイクル   22
古紙の分別     8 化学薬品で汚れた衣類・ウェスなどの除去   18
非有害廃棄物の埋立     6 自動車修理工場     1
複合（廃油・家電など）     4
木材再生     4
2005 年工業省告示で定められた非有害廃棄物の分
別施設     1

再生資源貿易     1
ガラスビン再生     1

その他・不明     1 その他・不明     0 その他・不明     0
合計 137 合計 511 合計 292

表 1　廃棄物処理・リサイクル登録業者の業務内容別内訳（2006 年 8月現在）

（出所）図 2 と同じ。
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区
に
進
出
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
Ｂ
Ｏ
Ｉ

免
税
品
の
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

委
託
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
の
基
板
が
輸
出
扱
い
（
移
出
）

と
み
な
さ
れ
、
煩
雑
な
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
租

税
も
回
避
で
き
る
と
い
う
二
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
製

造
業
者
が
享
受
で
き
る
。
実
際
、
基
板
の
分
別
ま

た
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
全
て
の
日
系
業

者
は
、
輸
出
加
工
区
や
免
税
区
に
進
出
し
て
い
る
。

図
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
日
系
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
が
引
き
取
っ
た
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
の
基
板
の
一

部
は
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
に
基
づ
い
て
タ
イ
か
ら
日

本
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約

非
対
象
物
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
に
輸
出
さ

れ
る
基
板
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
後
者
の
場
合

は
鉛
の
含
有
量
等
の
基
準
に
よ
っ
て
、
バ
ー
ゼ
ル

条
約
非
対
象
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
基
板
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
輸
出
加
工
区
や
免
税
区
で
は
な
い
通

常
の
工
業
用
地
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
タ
イ
資

本
の
業
者
に
と
っ
て
、
事
業
運
営
上
の
障
害
は
、

税
金
面
で
の
問
題
と
な
る
。

大
手
の
電
子
部
品
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で
あ
る
ユ

ニ
・
コ
ッ
パ
ー
・
ト
レ
ー
ド
社
に
よ
れ
ば
、
製
造

業
者
が
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
有
価
で
売
却
し
た
際

に
課
税
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
税
率
を
誤
っ
て
計

算
し
た
場
合
に
税
関
が
そ
れ
を
発
見
す
れ
ば
、
誤

っ
て
計
算
し
た
税
率
の
四
倍
に
あ
た
る
追
徴
課
税

が
製
造
業
者
に
遡
及
し
て
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

者
に
遡
及
し
て
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

に
遡
及
し
て
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。

し
た
が
っ
て
、
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
と
な
っ
た
輸

入
免
税
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
製
造
業
者
に
よ
っ

て
煩
雑
な
手
続
き
と
租
税
を
回
避
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
タ
イ
国
外
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
選
択

さ
れ
、
結
果
的
に
タ
イ
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

に
廃
棄
物
が
回
っ
て
こ
な
い
の
が
現
状
と
な
っ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
製
造
業
へ
の
輸
出
振
興
策
と
し
て
の

Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
制
度
が
、
事
実
上
タ
イ
国
内
の
リ
サ

イ
ク
ル
産
業
振
興
の
障
害
と
し
て
機
能
し
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
の
国
際
資
源
循
環
と
の
関
連

こ
こ
ま
で
有
害
廃
棄
物
と
し
て
タ
イ
か
ら
日
本

に
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
板
を
例
に
Ｂ

Ｏ
Ｉ
免
税
制
度
と
の
関
連
を
論
じ
て
き
た
。
し
か

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
品
の
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
が
、
タ

イ
国
外
に
流
出
し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
事
例
は
有

害
廃
棄
物
で
は
な
い
再
生
資
源
に
お
い
て
も
存
在

す
る
。

例
え
ば
、
タ
イ
に
は
高
炉
が
な
い
た
め
、
鉄
く

ず
は
重
要
な
原
料
で
あ
り
、
鉄
く
ず
の
輸
入
量
、、

一
三
七
万
ト
ン
（
二
○
○
六
年
）
に
対
し
、
輸
出

量
二
三
万
ト
ン
（
同
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
輸
入

量
が
は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自

動
車
や
家
電
製
品
に
使
用
さ
れ
る
高
級
鋼
板
は
タ

イ
で
は
生
産
で
き
ず
、
通
常
は
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
品
と

し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
高
級
鋼
板
の
オ
フ

ス
ペ
ッ
ク
品
の
多
く
は
、
タ
イ
で
鉄
く
ず
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
に
日
本
な
ど
の
海
外
に
輸
出

さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
ケ
ー
ス
は
再
生
資
源
の
中

で
は
、
ア
ル
ミ
く
ず
や
銅
く
ず
で
も
生
じ
て
い
る
。

「
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
制
度
」
を
利
用
し
て
い
る
。

タ
イ
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
電
子
・
電
気
機
器

や
自
動
車
産
業
に
お
い
て
、
基
板
等
の
電
子
部
品

は
製
品
の
中
核
を
成
す
重
要
な
部
品
で
あ
り
、
そ

の
多
く
は
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
品
と
し
て
日
本
か
ら
輸
入

さ
れ
、
タ
イ
で
最
終
製
品
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
、

輸
出
さ
れ
て
い
る
。

電
子
部
品
の
特
徴
と
し
て
、
技
術
革
新
だ
け
で

な
く
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
も
早
い
た
め
、
使
用
可
能

な
一
世
代
前
の
電
子
部
品
が
不
良
品
や
規
格
外
品

と
し
て
処
理
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク

品
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
オ
フ
ス
ペ
ッ

ク
品
は
製
品
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
通
常
は
製

品
に
穴
を
開
け
る
な
ど
の
機
能
破
壊
を
施
し
た
後

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
委
託
さ
れ
る
。
さ
ら
に
オ
フ

ス
ペ
ッ
ク
品
が
中
古
品
と
し
て
流
通
す
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
、
製
造
業
者
は
信
頼
で
き
る
業
者

を
選
択
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
輸
入
免
税
を
受
け
た
電
子
部
品
が
製
造

工
程
で
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
と
な
り
、
製
造
業
者
が

タ
イ
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
有
価
で
売
却
し

た
場
合
、
製
品
を
売
却
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
当
該
品
目
の
輸
入
免
税
の
恩
典
が
剥
奪
さ

れ
、
輸
入
税
に
加
え
て
付
加
価
値
税
、
物
品
税
が

オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
の
販
売
価
格
に
対
し
て
課
せ
ら

れ
、
製
造
業
者
が
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
輸
入
免
税
品
を
タ
イ
国
内
で
廃
棄
物
と

し
て
処
理
す
る
場
合
で
も
、
Ｂ
Ｏ
Ｉ
管
理
官
の
立

会
い
の
下
で
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
通
常

の
廃
棄
物
と
は
異
な
る
会
計
処
理
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
製
造
業
者
は
輸
出
加
工
区
や
免
税

図 3　タイの免税制度と処理・リサイクルの概要

生産工程で生じた
オフスペック品を

輸入

タイ国内の輸出加工区

国内リサイクル 課税対象

国内処理 実績報告

海外処理 実績報告

BOI免税制度

輸
出 移

入

（出所）筆者作成。
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Ｄ
Ｉ
Ｗ
の
産
業
廃
棄
物
管
理
の
担
当
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
も
、
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
制
度
が
、
事
実
上

タ
イ
国
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
振
興
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
以
下
の
二
点
か
ら
問
題
視
し
て

い
た
。

第
一
に
、
タ
イ
国
内
で
発
生
し
た
有
用
な
循
環

資
源
が
タ
イ
国
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
多
く
が
Ｂ
Ｏ
Ｉ
免
税
品
で
あ
る

た
め
に
、
タ
イ
国
外
に
流
出
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
に
、
結
果
的
に
タ
イ
国
外
に
お
い
て
リ
サ
イ

ク
ル
委
託
す
る
こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
の
租
税
回
避

行
動
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
動
脈
産

業
の
税
制
優
遇
制
度
も
含
め
た
処
理
業
者
へ
の
課

税
制
度
の
見
直
し
が
関
連
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｗ
、
Ｂ
Ｏ
Ｉ

間
で
何
度
か
進
め
ら
れ
て
き
た
が
有
効
な
手
段
が

打
て
て
い
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
自
動
車
産
業
や
電
子
・
電
気
機
器
産

業
を
さ
ら
に
輸
出
産
業
と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
、

近
年
関
税
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

日
タ
イ
経
済
連
携
協
定
（
Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
締
結

さ
れ
、
近
い
将
来
発
効
す
る
こ
と
で
、
主
要
な
部

品
の
輸
入
関
税
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
関
税
率
の
低
減
と
い
う
動
脈
産
業
の
政
策

変
更
に
よ
っ
て
、
日
本
と
タ
イ
の
国
際
資
源
循
環

の
関
係
は
、
今
後
変
化
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
結

果
的
に
、
こ
れ
は
タ
イ
で
発
生
す
る
循
環
資
源
が

タ
イ
国
内
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
タ
イ
の
リ

サ
イ
ク
ル
産
業
が
発
展
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
可

能
性
も
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
い
ち
早
く
着
眼
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

は
、
既
に
投
資
を
開
始
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
タ

イ
で
大
手
の
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で

あ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
社
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
電
子
・
電

気
機
器
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
エ
ン
バ
イ
ロ

ハ
ブ
社
か
ら
資
本
・
技
術
提
携
を
受
け
、
基
板
等

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
参
入
す
る
と
発
表
し
て
い

る
（
参
考
文
献
④
）。

ま
た
、
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で
は
、
既
に

タ
イ
に
進
出
し
て
い
た
松
田
産
業
タ
イ
ラ
ン
ド
社

が
、
オ
フ
ス
ペ
ッ
ク
品
の
電
子
部
品
か
ら
貴
金
属

を
回
収
す
る
製
錬
設
備
に
対
し
て
追
加
投
資
し
て

お
り
、
今
年
中
に
稼
動
す
る
予
定
で
あ
る
（
参
考

文
献
⑤
）。

日
本
政
府
が
進
め
て
い
る
３
Ｒ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
や
国
際
資
源
循
環
政
策
の
中
で
は
、
ア
ジ
ア
で

発
生
し
適
正
処
理
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
電
子

・
電
気
機
器
廃
棄
物
を
日
本
に
輸
入
し
、
レ
ア
メ

タ
ル
を
回
収
す
る
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の
循
環

型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
と
お
り
、
ア
ジ

ア
の
静
脈
産
業
の
現
状
を
把
握
す
る
に
は
、
動
脈

産
業
に
対
し
て
の
輸
出
促
進
政
策
と
い
っ
た
制
度

ま
で
的
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
、
産
業
廃
棄
物
処

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
情
に
は
迫
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
・

地
域
別
情
報
」
に
よ
れ
ば
、
タ
イ
以
外
の
ア
ジ
ア

諸
国
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
タ
イ
の
Ｂ

Ｏ
Ｉ
免
税
制
度
と
類
似
し
た
製
造
業
に
対
す
る
輸

出
促
進
政
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
に

お
い
て
も
タ
イ
と
同
様
に
輸
出
促
進
政
策
が
国
内

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
可
能
性

は
あ
り
、
こ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
ア
ジ
ア
地
域

の
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
必
要
な
今
後

の
研
究
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

（ 

さ
さ
き　

そ
う
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
部
研
究
員
）

《
参
考
文
献
》

①
九
州
経
済
産
業
局
『
平
成
十
五
年
ア
ジ
ア
進
出

日
系
企
業
等
資
源
循
環
対
応
ニ
ー
ズ
調
査
』
二

○
○
四
年
。

②
佐
々
木
創
「
タ
イ
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
理

の
現
状
│
日
系
メ
ー
カ
ー
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

を
中
心
に
」（『
所
報
』
第
五
二
四
号
、
盤
谷
日

本
人
商
工
会
議
所
、
二
○
○
五
年
）。

③
日
本
貿
易
振
興
機
構
『
タ
イ
国
に
お
け
る
家
電

製
品
等
の
廃
棄
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
に
関

す
る
調
査
』
二
○
○
四
年
。

④
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
社
の
タ
イ
証
券
市
場
（
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）
へ
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
○
○
七
年
二
月
一
日
付

け
）。

⑤
松
田
産
業
株
式
会
社
「
平
成
十
九
年
三
月
期
決

算
短
信
」。

特集／アジアにおける３Ｒ─廃棄物減量化に向けて

23 ─アジ研ワールド・トレンド No.145（2007．10）


